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2本日、議論いただきたい内容

◼ 第27回需給調整市場検討小委員会にて、2022年度から取引が開始される三次①の調達量について、ご議論い
ただいた。

◼ その際のご意見等を踏まえ、2022年度における三次①調達量について再度検討を行ったため、その内容について
本日ご議論いただきたい。



3（参考）第27回需給調整市場検討小員会で提案した三次①調達量について

◼ 2022年度における三次①調達量として、一次～三次①の複合約定時の必要量から電源Ⅰ確保量を控除した量
を調達する方法を採用したうえで、小売電気事業者の供給力確保を考慮した補正を施すことをご提案した。

◼ 具体的には、2022年度の供給可能設備量（kW）からエリア想定需要を差し引いたものを、電源Ⅰ＋三次①調
達量の上限とし、調達量の減少補正は三次①調達量で実施する案とした。

kWh調達に影響を与えない範囲

設備量（kW）

月別・ブロック別

（再エネ除き供給力）

【補正】
三次①調達量を減少

電源Ⅰ

三次①

エリア想定需要
（残余需要）

（月別・ブロック別に補正）



4第27回需給調整市場検討小委員会におけるご意見

◼ 松村委員

• 供給力確保義務を満たせないおそれがあることも一つの問題点ではあるが、本来市場に出るべき量が出なくなり、そ
の結果として価格が高騰することも懸念材料。

• 電源Ⅰあるいは7％というものを議論して決定した際には、必要量は春や秋などの季節にはもっと多いかもしれないが、
春や秋は電源Ⅱの余力がある程度期待できるため7％でも問題なく、また7％というのは電源Ⅱの余力が期待出来
なくなる需要期の夏や冬にも対応できる量として決定したと認識。

• 電源Ⅰと三次調整力①を足したものが、需要期に7％を超えている場合、従来よりも多くの調整力を調達していると
考えなければ辻褄が合わない。非需要期に一定の調達をすることは当然と考えるが、夏や冬にこれだけの量を調達す
るということだとすると、従来の考え方を大きく変更することになるはずである。

• 例えば四国、中国、北陸、東京は補正により夏や冬は大きく減っており、その補正は妥当だと考えるが、他の地域で
は需要期でもそれなりの量を調達することとなり、これはスポット市場に甚大な影響を与えるものと認識している。それ
を安易に決定して良いものか、相当な疑問を持っている。

◼ 池田オブザーバー

• 供給可能設備量からエリア需要を差し引いたものを、電源Ⅰ＋三次調整力①の上限とする案を提案いただいたが、
この案には賛成しかねる。この対応案では、供給計画でも直近の予備率の見通しが厳しいとされるなかで、時間帯に
よるかもしれないが、2021年度よりも多くの調整力がスポット市場の前に確保されてしまい、小売の調達不足の懸念
が払しょくされないと考える。

• 懸念対応として電源Ⅰと三次調整力①の和の上限が2021年度と同等程度とすべきである。

◼ 電源Ⅰ募集量と三次①調達量の合計が需要期に7％を超えるとなると、従来の考え方を大きく変更することになる、
また、三次①の調達がスポット市場の取引前に行われるため、スポット市場や小売電気事業者の供給力調達に影
響を与えうるとのご意見をいただいた。



5電源Ⅰ公募を踏まえた三次①調達量の考え方について

◼ 従来、一般送配電事業者が周波数調整等のために専有的に使用する調整力については、電源Ⅰとして公募により
調達してきたところ。

◼ この電源Ⅰ必要量は７％を上回るものの、一般送配電事業者が専有する電源Ⅰの量を７％よりも多く調達するこ
とは、小売電気事業者が活用できる供給力を減少させる可能性があるため、2022年度についても電源Ⅰ募集量
は最大で７％としている。

◼ それを踏まえると、電源Ⅰの必要量を決定づけている断面においては、一般送配電事業者が専有する調整力は
７％を上限とし、2022年度における三次①の調達量は０に追加補正することとしたい。

◼ なお、調整力公募が終了する2024年度以降において、当該断面における需給調整市場からの調達量の考え方に
ついては、関係委員会とも連携を図り、別途、検討を進めることとしたい。

◼ 他方で、電源Ⅰの必要量を決定づけている断面以外については、基本的には、三次①必要量として算出されたもの
を需給調整市場から調達する必要性があると考えられる。



6（参考）2022年度向け調整力公募における電源Ⅰ募集量

出所）第61回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（2021.5.26）資料5をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2021/chousei_jukyu_61_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2021/chousei_jukyu_61_haifu.html


72022年度三次①調達量について
～電源Ⅰ必要量算出断面（夏期・冬季の残余需要ピークの時間帯）～

◼ 2022年度向けの電源Ⅰ-a必要量を月別に算出すると、７％を超過するのは、基本的に夏季（7～9月）および
冬季（12～2月）となっている。

◼ また、三次①は、ブロック別に調達するところ、電源Ⅰ必要量を評価している残余需要ピーク95%以上となる時間帯
は、６ブロック（15～18時）と７ブロック（18～21時）で全体の８割程度を占めている。

◼ このため、これらの断面については、全てのエリアで三次①の調達量は０に追加補正することとしたい（詳細はスライド
10,11）。

電源Ⅰ

エリア需要
（残余需要）

三次①

設備量（kW）

三次①調達量を０とする

【夏期・冬季】



8（参考）2022年度向け電源Ⅰａ必要量の各月値
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9（参考）残余需要ピーク95%以上となるブロック

◼ 電源Ⅰ必要量を評価する残余需要ピーク95%以上となる時間帯は、６ブロック(15～18時)と７ブロック(18～21
時)で全体の８割程度を占める。
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◼ 赤枠で囲った断面について、三次①調達量は０とする
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11三次①調達量（追加補正）
～７Ｂ（18～21時）について～
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122022年度三次①調達量について
～電源Ⅰ必要量算出断面以外～

電源Ⅰ

エリア需要
（残余需要）

三次①

需要×１％

設備量（kW）

夏期・冬季は調達量を０とする

◼ 電源Ⅰ必要量の算出断面以外（夏季・冬季の６・７ブロック以外、および端境期）については、主に、３ブロック
（６～９時）から５ブロック（12～15時）で三次①調達量（補正後）が発生しているが、これら昼間帯では、
再エネの予測誤差に対応する必要があり、三次①必要量として算出されたものは、安定供給を維持するために、
基本的に一般送配電事業者が需給調整市場から調達する必要性があるものと考えられる。

◼ 他方で、電源Ⅰ募集量の考え方と同様に、小売電気事業者が活用できる供給力を減少させる可能性もあることも
踏まえ、調整力公募が併存する2022年度については、三次①調達量に対して小売事業者の供給力確保を考慮
した補正を施す際に、小売電気事業者が予備力として確保する可能性のある１％をエリア需要に上乗せして、三次
①調達量を算定してはどうか。

◼ なお、上記のエリア需要1%の上乗せ分も含め、2023年度における三次①調達量については、2022年度の卸電
力市場における取引状況等を踏まえ、改めて検討することとしたい。



13（参考）三次①調達量の試算値（今回提案の補正実施後）
～１Ｂ（0～3時）について～
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14（参考）三次①調達量の試算値（今回提案の補正実施後）
～２Ｂ（3～6時）について～
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15（参考）三次①調達量の試算値（今回提案の補正実施後）
～３Ｂ（6～9時）について～
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16（参考）三次①調達量の試算値（今回提案の補正実施後）
～４Ｂ（9～12時）について～
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17（参考）三次①調達量の試算値（今回提案の補正実施後）
～５Ｂ（12～15時）について～
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18（参考）三次①調達量の試算値（今回提案の補正実施後）
～６Ｂ（15～18時）について～
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破線：夏期・冬季の6・7Bを０にすることによる減少



19（参考）三次①調達量の試算値（今回提案の補正実施後）
～７Ｂ（18～21時）について～
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破線：夏期・冬季の6・7Bを０にすることによる減少



20（参考）三次①調達量の試算値（今回提案の補正実施後）
～８Ｂ（21～24時）について～
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21まとめ

◼ 2022年度の三次①調達量については、一次～三次①の複合約定時の必要量から電源Ⅰ確保量を控除した上で、
以下の通りに補正を実施して算出してはどうか。

• 電源Ⅰ必要量算出断面である夏期（7～9月）および冬季（12～２月）の６・７ブロックは、三次①調達量
を０とする。

• 電源Ⅰ必要量算出断面以外は、2022 年度の供給可能設備量（kW）からエリア想定需要の101%を差し
引いたものを「電源Ⅰ＋三次①調達量」の上限として、三次①調達量を減少補正する。

◼ 2024年度以降の電源Ⅰ必要量算出断面における需給調整市場からの調達量の考え方については、関係委員会
とも連携を図り、別途、検討を進めることとする。


